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せまる梅雨に備えて…
５月18日、浮州公園で鞍手町消防団が夏季訓練を行いました。
写真は訓練の一つ、「土のう作り」を行っているところです。
大雨による災害などが発生した場合には、この土のうが大いに活用
されます。

広報



避
難
所
を

ご
存
じ
で
す
か
？

確災
害
時
に
備
え
、
鞍
手
町
で
は
公
共
施
設
や
町
立
の
学
校
を
避
難
所

に
指
定
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
避
難
所
を
確
か
め

て
、
非
常
時
に
は
速
や
か
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
避
難
の
と
き
は
、
近
所
の
高
齢
者
や
体
が
不
自
由
な
人
な
ど

に
も
声
を
か
け
、
地
域
で
助
け
合
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
町
内
の
避

難
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
度
、
自
宅
近
く
の
避
難
所
を
確
認
し
て

み
て
は
ど
う
で
す
か
。

かめる

町内にある13か所の避難所
古月地区

 ❶ 豊翔館

 ❷ 古月小学校

剣地区

❸ 鞍手北中学校

❹ 剣北小学校

❺ 鞍手町中央公民館

❻ 鞍手町立体育館

❼ 鞍手町立武道館

❽ 剣南小学校

西川地区

❾ 新延小学校

� 鞍手町総合福祉センター
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◉災害時は、いつも通っている道が通れない
こともあります。もしものときに慌てなく
ていいよう、避難所までの別の道も確認し
ておきましょう。

せまる梅雨のシーズン !! 情報は命綱 !!

災害から身を守る

防
災
行
政
用
無
線

防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん

情報を得る

防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん
で

は
、
福
岡
県
が
県
内
の
防
災
や

気
象
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
登

録
者
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
登
録
は
無
料
で
す
。

●
気
象
情
報
の
配
信

県
内
の
気
象
に
関
す
る
注
意

報
や
警
報
、
台
風
情
報
、
地
震

情
報
な
ど
を
受
信
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
に
受
信
レ
ベ

ル
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
警
報
以
上
で
受
信
す

る
こ
と
や
震
度
４
以
上
の
地
震

が
発
生
し
た
場
合
に
受
信
す
る

な
ど
、細
か
く
設
定
で
き
ま
す
。

●
防
災
・
安
全
情
報
の
配
信

県
や
市
町
村
が
把
握
し
て
い

る
情
報
を
受
信
で
き
ま
す
。
河

川
の
は
ん
濫
や
土
砂
災
害
の
恐

れ
な
ど
、
災
害
予
防
に
役
立
つ

情
報
や
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

の
情
報
も
配
信
さ
れ
ま
す
。

●
安
否
確
認
メ
ー
ル　

県
内
で
震
度
５
弱
以
上
の
地

震
や
そ
れ
に
伴
う
津
波
の
発
生

に
よ
り
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
、
あ
ら
か
じ
め
登

録
さ
れ
た
５
人
ま
で
の
人
に
安

否
の
確
認
メ
ー
ル
を
配
信
で
き

ま
す
。

気象情報、防災・安全情報、安否確認メールの情報を入手することができます。
▶防災メール・まもるくんの詳しい情報
　ホームページ　http://www.bousai.pref.fukuoka.jp
▶防災メール・まもるくんへの登録
　携　帯　　　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp
●問い合わせ　福岡県総務部防災危機管理局防災企画課
  ☎（０９２）６４３局３１１４番まで

避難勧告：人的被害の発生する危険性が高まった状況の際に発令され、住民に対し、避難所等への避難を求めるものです。
避難指示：人的被害の発生する危険性が非常に高まった状況の際に発令され、住民に対し、避難所等への避難を強く求めるものです。

防災や気象についての情報を得る

●
防
災
行
政
用
無
線

町
で
は
、
町
民
の

生
命
や
安
全
を
守
る

た
め
に
必
要
な
緊
急

情
報
を
迅
速
に
伝
達

で
き
る
「
防
災
行
政

用
無
線
」
を
町
内
22

か
所
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
こ
の
無
線
で

は
、
防
災
情
報
な
ど

を
放
送
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
毎
日
午
後

５
時
に
試
験
放
送
を

兼
ね
た
メ
ロ
デ
ィ
で

の
時
報
を
放
送
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ

Ｍ
2.5
に
関
す
る
情
報

に
つ
い
て
は
、
県
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
す
る
筑
豊
地
区
の

測
定
値
の
大
気
中
濃

度
が
１
立
方
メ
ー
ト

ル
当
た
り
１
時
間
平

均
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ

ム
を
超
え
た
場
合
、

午
前
９
時
に
、
こ

の
無
線
に
よ
り
注
意

喚
起
の
放
送
を
し
ま

す
。

●問い合わせ　役場総務課総務班　  ☎４２局２１１１番まで

「防災メール・まもるくん」への
アクセスにご利用ください。

注
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特別警報の発表基準
気象庁では、重大な災害の起こる恐れが著しく大きい場合に
特別警報を発表します。

◉特別警報って何？
気象庁では、大雨・暴風・高潮や地震、
津波などにより、重大な災害が起こるお
それがあるときに、警報を発表して警戒
を呼び掛けています。それよりも甚だし
い大雨や大きな津波等が予想され、重大
な災害による危険性が高まった際に、特
別な警戒を呼び掛けるために発表される
情報が「特別警報」です。

◉特別警報の対象は？
「東日本大震災」や我が国の観測史上最高
の潮位を記録し、犠牲者 5,000 人以上を
出した「伊勢湾台風」、北部九州に甚大な
被害をもたらし、死者・行方不明者合わ
せて 29 人を出した「平成 24 年７月九州
北部豪雨」などに匹敵する災害が発生し
そうな場合です。

◉特別警報が出された場合は？
特別警報が出された場合は、住んでいる
地域は数十年に一度しかないような非常
に危険な状況にあります。大雨などの風
水害の場合は、避難のために外出するこ
とがすでに危険となっている場合もあり
ます。屋外の状況や、避難指示・避難勧
告等に留意し、避難所に避難するか、屋
内の比較的安全な場所にとどまるかなど、
ただちに命を守るための判断・行動をとっ
てください。

従来の警報は、これまでと変わりなく、災害が発
生するおそれのあるときに発表されます。特別警
報の発表がないからといって、災害が発生しない
とは限りません。さまざまな気象情報を活用し、
早めの行動をとることが、あなたやあなたの家族
の命を守ります。

☎問い合わせ☎
　特別警報に関する問い合わせは、福岡管区気象台総務部業務課☎（092）725 局 3603 番まで

特別警報に相当する大雨の例
平成23年台風第12号

平成24年７月
九州北部豪雨

３− 2014. ６



２つの給付金

生活保護を受けていますか。

26 年度分の住民税は
課税されていますか。

26 年度分の住民税が
課税されている人に
扶養されていますか。

　　※受け取ることができるのはどちらか１つの給付金です。
　　　審査の結果によっては、支給対象とならない場合があります。

26 年１月分の児童手当など
を受給していますか。

（中学生以下の児童がいますか。）

25 年中の所得は
所得制限限度額以上

ですか。

対象ではありません。
※保護基準の改定で

消費税の負担に対応します。

対象ではありません。

中所得世帯低所得世帯
対象者

中学生以下の子がいる世帯
（子育て世帯）

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はいいいえ

いいえ

＜対象者イメージ＞

臨時福祉
給 付 金

子育て世帯
臨時特例給付金

対象者

対象児童１人につき　　10,000 円
※臨時福祉給付金の対象となる児童などは除きます。

子育て世帯臨時特例給付金

１人につき　　10,000 円
※加算対象者となる場合は１人につき 15,000 円

臨時福祉給付金

対象者診断チャート

消費税率の引上げによる、所得の低い人
への影響を減らすために給付するもの

です。

消費税率の引上げによる、子育て世帯へ

の影響を減らし、子育て世帯の消費を下

支えするために給付するものです。

2014. ６−４



臨時福祉給付金の支給要件

子育て世帯臨時特例給付金の支給要件

●支給対象者
　平成 26 年度分の住民税が課税されていない人が対象です。
　ただし、　・課税されている人に扶養されている場合

・生活保護の受給者である場合　など　　　　は除きます。
●支給額

　１人につき　10,000 円
　下記の加算対象者は１人につき、　5,000 円　を加算します。
　

　　・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金などの受給者※１

　　・児童扶養手当、特別障害者手当の受給者　など※２

　　　
　　※１ 平成 26 年３月分の受給権があり、４月分または５月分の年金の支払いがある人が対象です。
　　※２ 平成 26 年１月分の手当などを受給している人が対象です。

●申請方法
　○申 請 先 ：　鞍手町役場福祉人権課「臨時福祉給付金」窓口

平成 26 年１月１日時点で住民票が鞍手町にある人が対象です。
　○申請期間：　平成 26 年８月１日（金）から 11 月４日（火）まで

午前８時 30 分から午後５時 15 分（ただし土・日・祝は除く）
毎週木曜日は午後７時まで

　○申請書類：　平成 26 年度分の住民税が課税されない人には申請書の郵送を予定しています。

●支給対象者
　次のどちらの要件も満たす人が対象です。
　　①平成 26 年１月分の児童手当・特例給付※を受給
　　②平成 25 年の所得が児童手当の所得制限限度額未満　
　　　　　　　　　　　　　　　　所得制限限度額の例：夫婦子２人　所得 736 万円（収入 960 万円）

　　　※特例給付とは、所得が高額な人に対し、児童１人当たり月額 5,000 円を支給しているものです。
●対象児童（支給額の計算対象となる児童）

　支給対象者の平成 26 年 1 月分の児童手当・特例給付の対象となる児童
　　ただし、　・「臨時福祉給付金」の対象となる児童

・生活保護の受給者となっている児童　など　　 は除きます。
●支給額

　対象児童１人につき　10,000 円
●申請方法

　○申 請 先 ：　鞍手町役場福祉人権課「子育て世帯臨時特例給付金」窓口
平成 26 年１月１日時点で住民票が鞍手町にある人が対象です。

　○申請期間：　平成 26 年７月１日（火）から 10 月１日（水）まで
午前８時 30 分から午後５時 15 分まで（土・日・祝は除く）
毎週木曜日は午後７時まで

　○申請書類：　対象者には申請書を郵送します。

　※公務員も基準日である平成 26 年 1 月１日時点の住所地の市町村で申請することとなりますので、
　　所属庁（勤務先）で受け取った申請書と証明書を提出してください。

≪加算対象者≫

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　 　　 ）

お知らせします

５− 2014. ６



まちの話題 My Town Topics

吉
よ し

村
む ら

那
な

由
ゆ

他
た

くん
平成24 年６月 19 日生まれ
なゆ、２歳のお誕生日おめでと
う。おしゃべりや歌がとっても
上手になったね。これからもお
姉ちゃんと仲良く遊んでいっぱ
い食べて大きくな～れ!! みんな、
なゆが大好き♡（父　聖士さん、
母　光代さん・室木）

　５月 11 日、町民グラウンドと町立野球場で鞍手町ソフ
トボール大会が開催されました。今年で 39 回目となる大
会には 12 チームが参加。心配された天気も事前の予報と
はうって変わって、雲一つない快晴となりました。厳しい
暑さの中での戦いになりましたが、選手たちは暑さに負け
ないプレーを連発し、観客たちからは大きな歓声が上がっ
ていました。上位の結果は次のとおりです（丸数字は順位）。
●結果　①新北区②弥生区③城ヶ崎区・泉水区

初夏の鞍手に快音を響かせ
▶第 39 回鞍手町ソフトボール大会

松
ま つ

本
も と

和
の の か

風ちゃん
平成25 年６月 26 日生まれ
のの、１歳おめでとう。毎日、に
いにのガサツな扱いに日々たく
ましく育つ和風。きっと、にい
により強くなると思うけど、和
風の笑顔はみんなを和ませるか
らいつも笑っててね。生まれて
きてくれてありがとう♡（父　
佑太さん、母　奈央さん・新延）

お待ちしています

広報「すくすく日記」のコーナーでは、
発行月に誕生日を迎える満３歳まで
のちびっ子を募集しています。
７月生まれは、６月 10 日（火）まで
に役場政策推進課☎４２局２１１１
番へお申し込みください。
※ 4月から申し込み先が政策推進課
　に変わりました。

▼

日頃の練習の成果を発揮
▶第 23 回くらて芸能まつり

　５月 11 日、くらて芸能まつりが中央公民館で開催され
ました。今回で 23 回目を数える芸能まつりに、今年は 14
の団体が参加。午前10時の開演と同時に三味線演奏、舞踊、
コーラスなどの出演者が、日ごろの練習の成果を存分に披
露していました。次々と披露される演目に出演者も来場者
も共にまつりを堪

た ん の う

能できたようです。

　５月 18 日、浮州公園で鞍手町消防団員が夏季訓練を行
いました。号令に従って行動する「基礎訓練」、「土のう作
り」、「ポンプ車放水訓練」、どの訓練においても迅速かつ
正確に、各分団は切磋琢磨し合いながら取り組んでいまし
た。訓練の中で作った土のうは、大雨などの災害に備えて
備蓄しておくもので、特に梅雨がせまる今の時期には大事
な備えとなります。団員たちは、火災や災害がなくても、
日々町民の安全安心を守るために汗を流しています。

町民の安全安心を守るため
▶鞍手町消防団夏季訓練

2014. ６−６



吉
よ し

井
い

華
か の ん

音ちゃん
平成24 年６月 19 日生まれ

のんちゃん、２歳のお誕生日おめ
でとう。活発でおてんばだけど、
そこがのんちゃんらしいね♡こ
れからも皆を楽しませて、すくす
く元気に育ってね!!（父　裕樹さ
ん、母　久美子さん・弥生）

西
に し

原
は ら

優
ゆ

空
ら

ちゃん
平成24年６月18日生まれ

優空２歳のお誕生日おめでとう♡
この１年ですごく成長したね。た
くさんおしゃべりしてみんなを
楽しませてくれてます!! 歌も大
好き♡妹もできて毎日可愛がっ
てる優空です。これからも元気に
すくすくと大きくなってね。　

（父　尚利さん、母　福美さん・
永谷）

６月生まれ
Happy birthday to you.

すくすく日記

感謝の気持ちを込めて
▶中央公民館講座

　５月 11 日、母の日に合わせ、公民館講座「コサージュ
作り」が中央公民館で行われました。参加者は 14 人。講
師の指導のもと、母の日のプレゼント、また自分へのご褒
美として思い思いのコサージュを作っていきました。コ
サージュの中央には、ガラス工芸作家の平岡大輔さんが参
加者の希望に沿って作ったとんぼ玉を配し、色とりどりの
素敵なコサージュが完成。それぞれに思いの込められたコ
サージュは、きっと素敵な母の日を演出してくれたことで
しょう。

　４月 12 日、国立代々木競技場第二体育館で第 10 回全
日本少年少女空手道選手権大会が開催され、小学４年生（旧
学年）女子の部に出場した秋田　雅さん（新延小５年）が
見事に優勝を飾りました。この大会は全国を７ブロックに
分けて行う選抜大会の上位３人にのみ出場権が与えられる
大会。秋田さんは九州選抜 3 位からの大逆転優勝でした。
優勝報告のため町長を訪問した秋田さんは、「もっと強く
なりたいです。二連覇を目指します。」と力強く語ってく
れました。

目指すは二連覇 ！！
▶空手道選手権大会優勝

　５月７日、新延小学校の 3 年生が社会見学で鞍手町役場
にやってきました。役場という場所にあまり馴染みのない
子どもたちは、もの珍しげにあちらこちらを見て回り、職
員にいろいろな質問を投げかけていました。「役場では何
人が働いているんですか？」、「鞍手町はいつできたんです
か？」など、子どもたちの純粋な質問に職員たちも真剣に
答えていました。鞍手町が 1955（昭和 30）年１月１日に
誕生したことを忘れないでね。

鞍手町はいつできた？
▶新延小学校 3 年生が役場を社会見学

７− 2014. ６



楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

陶芸 口輪野美智子さん
（弥生）

中西一枝さん
（弥生）手編み

透かし模様のカー
ディガンを編みまし
た。表目はかけ目を
2 回編み、裏目は表
目と裏目で編み間違
えない様に編むのが
大変でした。

町
で
は
、
少
年
期
に
お
け
る
人
権
意
識
の
向
上
を
め
ざ

す
人
権
教
育
啓
発
活
動
と
し
て
、
次
の
と
お
り
鞍
手
町
人
権

子
ど
も
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
人
権
学
習
や
自
学
学
習
、

様
々
な
体
験
学
習
を
行
っ
て
お
り
、
随
時
入
会
・
見
学
可
能

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
鞍
手
人
権
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜
日
、
午
後

５
時
か
ら
６
時
30
分
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
舟
川
隣
保
館

●
八
尋
人
権
な
か
よ
し
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
水
曜

日
、
午
後
４
時
30
分
か
ら
６
時
30
分
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝

八
尋
集
会
所

●
鞍
手
人
権
中
学
生
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜
日
、

午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
八
尋
集
会
所

●
対
象
者　

町
内
の
小
・
中
学
生

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教
育
班
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

鞍
手
郡
体
育
協
会
で
は
、
福
岡
県
民
体
育
大
会
水
泳
競

技
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
と
き　

８
月
24
日
（
日
）

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
総
合
プ
ー
ル

●
参
加
資
格　

鞍
手
郡
居
住
の
人
で
▽
少
年
の
部
＝
小
学

４
年
生
以
下
、
５
・
６
年
生
、
中
学
生
・
高
校
生
及
び

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
人
▽
一
般
の
部
＝
年
齢
区
分
あ
り

●
競
技
種
目　

自
由
形
、平
泳
ぎ
、バ
タ
フ
ラ
イ
、背
泳
ぎ
、

リ
レ
ー
男
女
、
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

●
申
込
期
限　

７
月
10
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
体
育
協
会
事

務
局
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

鞍
手
町
人
権
子
ど
も
会
の
お
知
ら
せ

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
の

水
泳
競
技
参
加
者
募
集
中
！

●
鞍
手
郡
体
育
協
会

７
月
６
日
、
町
立
保
育
所
の

地
域
子
育
て
支
援
行
事
が
行
わ

れ
ま
す
。
今
年
は
「
劇
団
バ
ク
」

の
劇
で
す
。
楽
し
い
歌
や
手
遊

び
も
あ
り
ま
す
よ
。
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

７
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら 

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷
（
勤
労
者
ふ
れ
あ
い
棟
）

●
入
場
料　

無
料
（
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ　

剣
第
一
保
育
所
☎
４
２
局
０
３
０

１
番
、西
川
第
一
保
育
所
☎
４
２
局
０
２
７
８
番
、

古
月
保
育
所
☎
４
２
局
０
２
７
７
番
ま
で＊＊　「こぶとりじいさん」のあらすじ　＊＊

仲良し夫婦のおじいさんとおばあさんは、歌も踊りも大好き♪
おじいさんのほっぺにある大きな「こぶ」だって気にしない、気にしない♪
ある日薪拾いに出かけた山で、鬼たちに出会って……。

この作品は、遊び心が半分、おもしろみが半分、
肝心な釉薬付けは二の次になってしまった作品です。

地
域
子
育
て
支
援
行
事

劇
団
バ
ク
の
劇
に
お
い
で
く
だ
さ
い

●
鞍
手
町
立
保
育
所
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すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品
は、ありませんか。「広報ぎゃら
りー」では、紙面を彩るあなたの
作品をお待ちしています。作品に
ついての 100 字以内の感想もお願
いします。役場政策推進課☎４２
局２１１１番まで、ご連絡くださ
い。

広報
ぎゃらりー

表装
ステキなハンカチ

を掛軸にしました。
しぼりの着物を使っ
て仕立てました。

俳句 吉澤京子さん
（い牟田）

杉の花の真っ盛り
に高野山を訪ねまし
た。樹齢八百年の巨
木が立ち並ぶ古道を
歩み、その最も大き
な樹を体ごと抱きし
め、耳をあて、往時
を偲んだ体験の一句
です。

杉
の
花
　
八
〇
〇
年
の
　
木
霊
抱
く

倉田公利さん
（新延）

次
回
は
、
山
本
通
昭
さ
ん
（
新
延
）
で
す
。

Relay Essay

今
、別
所
駐
車
場
に
い
る
。
孫
８
歳
と

ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
な
が
ら
体
の
調
子
を

見
る
。
私
も
74
歳
だ
。
山
登
り
が
で
き

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。
孫
と
の
山

行
は
、
福
智
山
に
続
き
二
回
目
だ
。「
こ

だ
ま
し
て
、
山
ほ
と
と
ぎ
す
、
ほ
し
い

ま
ま
」
と
杉
田
久
女
に
詠
ま
れ
た
名
山

で
あ
る
。

歩
き
始
め
て
ま
ず
茶
店
の
ラ
ム
ネ
の
幟

に
反
応
、
帰
り
に
と
約
束
し
、
長
い
石
段

の
ぼ
り
だ
。
奉
幣
殿
で
一
休
み
、
今
か
ら

が
本
番
だ
と
歩
き
出
す
。
途
中
に
あ
る
鎖

場
は
面
白
が
り
、
ま
た
稚
児
落
と
し
、
関

銭
跡
で
説
明
求
め
る
。
由
来
を
話
し
て
い

る
と
、「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
し
ゃ
べ
っ
て
ば

か
り
で
は
着
か
な
い
よ
。」
と
登
り
始
め

い
で
、
ま
た
鳥
の
さ
え
ず
り
が
気
持
ち
を

和
ま
せ
て
く
れ
る
。
登
山
口
の
茶
店
に
着

き
、
ラ
ム
ネ
を
二
人
で
ゆ
っ
く
り
味
わ
っ

た
。
旨
い
ネ
。
私
も
、
ま
す
ま
す
健
康
に

留
意
し
、
山
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

駐
車
場
に
着
き
、
無
事
登
っ
た
事
を
母

に
伝
え
る
言
葉
が
誇
ら
し
げ
に
は
ず
ん

で
い
る
。
本
当
に
よ
き
山
行
で
あ
っ
た
。

晴
天
に
感
謝
。

る
。
私
は
「
聞
く
か
ら
だ
。」
と
ボ
ヤ
キ

つ
つ
、
後
に
続
く
展
望
箇
所
で
向
い
山
を

見
る
と
、
木
々
の
盛
り
上
が
り
が
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
に
似
て
い
る
と
い
う
。
山
頂
の
拝

殿
に
お
参
り
し
て
、
四
方
を
見
わ
た
し
気

持
ち
い
い
ネ
、
そ
し
て
大
き
な
倒
木
に
気

づ
く
。
台
風
９
号
の
爪
痕
だ
、
木
が
か
わ

い
そ
う
だ
な
ぁ
！

早
め
の
昼
食
は
ラ
ジ
ュ
ー
ス
で
湯
を
沸

か
し
、
ラ
ー
メ
ン
・
お
に
ぎ
り
を
食
べ

る
。
こ
の
行
為
が
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
、

す
ご
く
お
い
し
い
と
喜
ん
で
く
れ
た
。
私

も
思
わ
ず
ニ
ン
マ
リ
、
帰
り
は
登
山
者
も

多
く
、「
コ
ン
ニ
チ
ワ
、
ボ
ク
頑
張
っ
て

る
ね
。」
と
の
あ
い
さ
つ
に
大
き
な
声
で

答
え
元
気
を
も
ら
う
。
途
中
、
花
が
き
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
　
義
一
さ
ん
（
中
山
・
74
歳
）
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晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
桑
原
禮
次
郎
さ
ん
（
弥
生
）
で
す
。

大
谷
自
然
公
園
で
一
閑
張
り
教
室
と
親
子
教
室

●
株
式
会
社
ス
ピ
ナ

大
谷
自
然
公
園
の
指
定
管
理
者
の
「
株
式
会
社
ス
ピ
ナ
」
で
は
、

次
の
と
お
り
一
閑
張
り
教
室
と
親
子
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　

６
月
15
日
（
日
）、
６
月
22
日
（
日
）
い
ず
れ
も
午
前

10
時
か
ら
（
受
付
開
始
９
時
45
分
か
ら
）

●
内
容　

▽
６
月
15
日
分=

一
閑
張
り
教
室
▽
６
月
22
日
分=

段

ボ
ー
ル
ピ
ザ
と
サ
ラ
ダ
作
り

●
と
こ
ろ　

大
谷
自
然
公
園

●
参
加
費　

▽
６
月
15
日
分=
五
百
円
▽
６
月
22
日
分=

一
家
族

五
百
円
（
２
人
分
の
材
料
代
、
３
人
目
か
ら
は
二
百
五
十
円
追
加
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　

軍
手

●
申
込
期
限　

▽
６
月
15
日
分=

６
月
10
日
（
火
）
ま
で
▽
６
月

22
日
分=

６
月
17
日
（
火
）
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

株
式
会
社
ス
ピ
ナ
☎
（
０
９
３
）

６
７
１
局
０
９
０
３
番
ま
で
（
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
）

柔
道
大
会
で
好
成
績

●
鞍
手
武
道
館
柔
道
ク
ラ
ブ

週
３
回
、
町
立
武
道
館
柔
道

場
を
利
用
し
て
練
習
を
行
っ
て
い

る
鞍
手
武
道
館
柔
道
ク
ラ
ブ
。
４

月
20
日
は
、
同
柔
道
場
で
開
催
さ

れ
た
第
11
回
鞍
手
武
道
館
少
年
柔
道
大
会
に
出
場
し
、
23
団
体
・

お
よ
そ
三
百
五
十
人
と
い
う
参
加
者
の
中
、
各
部
門
で
好
成
績
を

あ
げ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
結
果　

▽
団
体
５
人
制
の
部
・
３
位
＝
先
鋒
・
欠
員
、
次
鋒
・

欠
員
、
中
堅
・
立
花
琉
俄
（
新
延
小
３
年
）、
副
将
・
守
永
士

恩
（
剣
南
小
４
年
）、
大
将
・
牛
垣　

葵
（
剣
北
小
５
年
）
▽

団
体
３
人
制
の
部
・
準
優
勝
＝
先
鋒
・
田
中
稜
将
（
剣
南
小

６
年
）、
中
堅
・
植
畑
雅
稀
（
剣
南
小
６
年
）、
大
将
・
福
山

幸
汰
（
剣
北
小
６
年
）
▽
３
年
男
子
の
部
・
優
勝
＝
立
花
琉

俄
（
新
延
小
３
年
）
▽
６
年
男
子
の
部
・
３
位
＝
福
山
幸
汰
（
剣

北
小
６
年
）
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／６月の休館日は、４日（水）です
／開館時間は午前９時から午後５時まで／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせです。BookINFORMATION

たいようといっしょに わらった わ
らった。ヒマワリの一生を美しい細密
画で描いた絵本。ヒマワリ観察に役立
つヒントがいっぱい！

ひまわり
作＝荒井真紀

　残念ながら、人とイヌとの間に共通
の「言語」はありません。また彼ら
の本当の気持ちは、「イヌのみぞ知る」
というのも事実です。本書では、人間
の疑問にイヌが答えるという対話形式
で、彼らの習慣や習性を動物行動学や
動物心理学の視点でひも解いています。

犬に言いたいたくさんのこと
作＝中村多恵

中でもこの本がオススメです。

●一般の本

女のいない男たち（作＝村上春樹）
許す力－大人の流儀　＜４＞（作＝伊集院静）
約束の海（作＝山崎豊子）
豆の上で眠る（作＝湊かなえ）
なぎさ（作＝山本文緒）
はじめてでも、とびきりおいしい料理のきほん練習帳

（作＝小田真規子）

今月新しく入りました。
●子どもの本

ハブラシくん（作＝岡田よしたか）
落語でわかる江戸文化（作＝古今亭菊千代）
あったー！いろのさがしもの（作＝サラ・シュエット）
たべものくらべっこえほん（作＝高岡昌江）
ともだち（作＝谷川俊太郎）
アッチとボンとなぞなぞコック（作＝角野栄子）

赤毛のアン
作＝ルーシー・
モード・モンゴメリー

赤
毛
の
ア
ン
の
翻

訳
者
、
村
岡

花
子
さ
ん
の
情

熱
溢
れ
る
人
生
を
、
孫

の
恵
理
さ
ん
が
綴
っ
た

本
で
す
。
花
子
が
10
歳

か
ら
20
歳
ま
で
を
過
ご

し
た
東
洋
英
和
女
学
院

で
の
生
活
や
影
響
を
受

け
た
人
々
と
の
出
会
い

と
別
れ
。
１
９
３
９
年

カ
ナ
ダ
人
宣
教
師
か
ら

友
情
の
証
と
し
て
贈
ら

れ
た
「
ア
ン
・
オ
ブ
・

グ
リ
ン
・
ゲ
イ
ブ
ル
ズ
」

が
「
赤
毛
の
ア
ン
」
と

し
て
出
版
さ
れ
る
ま
で

の
経
緯
や
タ
イ
ト
ル
が

「
赤
毛
の
ア
ン
」
に
な
っ

た
理
由
等
々
。
当
時
の

写
真
や
手
紙
を
織
り
込

み
丁
寧
に
豊
か
に
描
か

れ
た
一
冊
で
す
。

の

本
だ
な

春
の
桜
、
夏
の
海
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
…
。

美
し
い
四
季
が
体
感
で
き
る
の
は
日
本
人
の
特
権
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

読
み
た
く
な
る
「
旬
」
の
本
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
旬
の
本
だ
な
」。

６
月
は
「
家
族
」
を
テ
ー
マ
に

２
冊
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
者
は
石
松
一
葉
さ
ん
（
鞍
手
町
文
庫
連
絡
会
）
で
す
。

アンのゆりかご
村岡花子の生涯
作＝村岡恵理

カ
ナ
ダ
東
部
の

美
し
い
島
プ

リ
ン
ス
エ
ド

ワ
ー
ド
島
、
孤
児
で

あ
っ
た
少
女
ア
ン
は
マ

シ
ュ
ー
と
マ
リ
ラ
兄
妹

に
引
き
取
ら
れ
彼
ら
の

も
と
で
成
長
し
て
い
き

ま
す
。
物
質
的
に
は

恵
ま
れ
な
い
時
代
、
想

像
す
る
喜
び
を
知
り

困
難
の
中
で
愛
す
る

家
族
を
得
て
い
く
ア
ン

の
物
語
で
す
。
原
題

は
「
み
ど
り
の
切
妻
屋

根
の
ア
ン
」。
第
二
次

世
界
大
戦
の
最
中
に
訳

さ
れ
た
こ
の
作
品
が
日

本
で
紹
介
さ
れ
た
の
は

１
９
５
２
年
で
し
た
。

当
時
の
若
い
女
性
の

心
を
掴
ん
だ
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
を
今
一
度
読
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

※６月の新刊は、３日（火）からの貸出となります。
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HealthDr. 木村の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
ま
ぶ
た
が
重
い
、
目
を
開
き
づ
ら
い
と
感
じ
る
場
合
、
眼が
ん
け
ん
か
す
い
し
ょ
う

瞼
下
垂
症
と
い
う
病
気

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
治
療
で
き
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
場
合
は
早
め
に
病
院

を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

木
村
勇
亮
さ
ん
・
き
む
ら
ゆ
う
す
け
・
平
成
19
年　

産
業
医
科
大
学
卒
業
。
杏
林
大
学
医
学
部
付
属
病
院
を
経
て
、毎
週
木
曜
日
に
く
ら
て
病
院　

皮
膚
・
形
成
外
科
に
勤
務
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

最
近
、
上
ま
ぶ
た
が
開
け
づ
ら
く
、
目
も
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
れ
は
病
気
な
の
で
し
ょ
う
か
？
（
60
歳
・
女
性
）

病
気
の
疑
い
あ
り

　

上
ま
ぶ
た
が
重
く
、
目
が
開
き

づ
ら
い
状
態
や
、
そ
れ
に
伴
い
、

目
に
疲
れ
を
感
じ
る
状
態
、
そ
れ

ら
は
眼が
ん
け
ん
か
す
い
し
ょ
う

瞼
下
垂
症
に
よ
る
症
状
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
眼
瞼
下
垂

症
と
は
、
上
眼
瞼
（
上
ま
ぶ
た
）

を
あ
げ
に
く
い
、
ま
た
は
あ
げ
ら

れ
な
い
状
態
を
い
い
ま
す
。
原
因

は
、
先
天
性
（
生
ま
れ
つ
き
）
を

含
め
、
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
身
近
な
原
因
と
し
て
最
も
多

い
の
が
“
加
齢
性
・
老
人
性
”
と

さ
れ
る
腱
膜
性
眼
瞼
下
垂
症
と
言

わ
れ
る
も
の
で
す
。

ま
ず
は
自
己
診
断
を

　

次
の
症
状
に
身
に
覚
え
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
一
つ
で
も
心
当
た
り

が
あ
れ
ば
、
腱
膜
性
眼
瞼
下
垂
症

が
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

１
．
天
井
が
見
づ
ら
い

２
．
眼
が
疲
れ
や
す
く
な
っ
た

３
．
眼
と
眉
毛
の
間
が
広
く
な
っ
た

４
．
逆
さ
ま
つ
げ
が
あ
る

５
．
ひ
た
い
の
し
わ
が
深
く
な
っ
た

こ
れ
ら
の
症
状
は
、
加
齢
に
よ
り

上
ま
ぶ
た
を
あ
げ
る
た
め
に
必
要

瞼け
ん
ば
ん板
と
い
う
部
分
か
ら
は
ず
れ
て

い
る
眼
瞼
挙
筋
の
腱
膜
を
瞼
板
に

止
め
な
お
す
方
法
で
、
こ
の
手
術

の
た
め
に
上
ま
ぶ
た
に
切
開
を
加

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
術
後

は
、
二
重
の
ラ
イ
ン
が
で
き
ま
す

の
で
傷
は
ほ
と
ん
ど
目
立
ち
ま
せ

ん
。

気
に
な
る
場
合
は

近
く
の
病
院
へ

　

眼
瞼
下
垂
症
は
、
原
因
に
よ
り

治
療
法
が
異
な
り
ま
す
。
治
療
費

に
関
し
て
も
、
保
険
適
応
に
な
る

場
合
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
一
度
病
院
を
受

診
し
、
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
比
較
的
軽
度

で
あ
れ
ば
、
日
帰
り
手
術
を
行
え

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
筋
肉
が
衰
え
る
こ
と
で
現
わ
れ
、

こ
の
症
状
が
続
く
と
頭
痛
や
肩
こ

り
が
起
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ま
ぶ
た
を
良
く
擦
る
習
慣

や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
長
期
間

挿
入
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
起

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療
が
で
き
ま
す

　

眼
瞼
下
垂
症
を
き
た
す
原
因
に

よ
っ
て
い
く
つ
か
の
治
療
法
が
存

在
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
腱
膜
性

眼
瞼
下
垂
症
の
治
療
法
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　

腱
膜
性
眼
瞼
下
垂
症
は
、
ま
ぶ

た
を
あ
げ
る
筋
肉
の
膜
が
通
常
の

位
置
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
こ
と
が

原
因
で
あ
る
た
め
、
手
術
に
よ
り

こ
の
筋
膜
を
元
の
位
置
に
戻
し

て
固
定
す
る
治
療
を
行
い
ま
す
。

正常時

眼瞼下垂
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交付を
受けましょう。妊娠中の生活や制度などについて保
健師が説明します。
●とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分まで

①必ず妊婦本人がお越しください②日時の都合が
つかない場合はご相談ください

●ところ　総合福祉センター保健棟
●必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）

母子健康手帳の交付

乳幼児健診・相談
　６月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者には
事前に通知をしています。ご確認ください。
●とき　健診の内容によって異なりますので詳細は

通知（案内）書をご確認ください
●ところ　総合福祉センター保健棟
●内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など

区　分 期　日 対象児

４か月健診 ６月 12 日
（木）

平成 26 年 1 月 16 日から
平成 26 年 2 月 12 日生まれ

７か月健診 ６月 26 日
（木）

平成 25 年 10 月 25 日から
平成 25 年 11 月 28 日生まれ

12 か月健診 平成 25 年 6 月 01 日から
平成 25 年 6 月 30 日生まれ

１歳半健診 ６月 05 日
（木）

平成 24 年 11 月 9 日から
平成 24 年 12 月 05 日生まれ

３歳児健診 平成 23 年 05 月 9 日から
平成 23 年 06 月 05 日生まれ

乳幼児相談 ６月 25 日
（水）

平成 26 年 3 月 30 日から
平成 26 年 04 月 26 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。
●問い合わせ　総合福祉センターまで

献血のお知らせ
一般献血を次のとおり行います。皆さん、ご協力

ください。
●とき　６月６日（金）午前９時 30 分から 11 時 30

分まで、午後０時 30 分から 4 時まで
●対象者　18 歳から 69 歳までの人（65 歳以上の人

は 60 歳から 64 歳までに献血経験のある人、また、
男女とも体重が 50 ㎏以上の人）

●ところ　鞍手町役場玄関前
●問い合わせ　役場保険健康課健康増進班まで

　平成26年度の総合健診（　　　 ）

■集団健診（検診）日程
期　日 場　所

7月13日（日）、14日（月）、15日（火）  総合福祉センター

健診が始まっています。下記の日程には若干の余
裕がありますので、お問い合わせください。

●受付時間　午前８時 30 分から 10 時 30 分まで（結
果説明会は後日行います）

●申し込み方法　健診希望日の１か月前までに総合福
祉センターまでお電話で申し込みください。また、
申込書が自宅に届いている場合は、必要事項を記入
してご返送ください。

●検診内容　各種がん検診（胃がん・肺がん・大腸
がん・前立腺がん・子宮がん・乳がん・肝炎ウィ
ルス）、結核検診、基本健診、特定健診

●申し込み・問い合わせ　総合福祉センターまで

特 定 健 診
各種がん検診

みんなで楽しく料理をしましょう。身近な材料で
作れる簡単、おいしいメニューです。
●とき　６月 24 日（火）午前 10 時から
●対象者　男性
●ところ　総合福祉センター保健棟
●参加費　300 円（材料費）
●持ってくるもの　エプロン
●申込期限　６月 17 日（火）
●申し込み　総合福祉センターまで

男性の料理教室

５月31日～６月６日は「禁煙週間」です

～オールジャパンで、たばこの煙のない社会～
たばこは様々な健康被害を及ぼします。禁煙の方

法を学んで、禁煙をはじめてみませんか。
●禁煙スタートのコツ

① 禁煙の準備を整える
② 減煙でなく、きっぱり断煙
③ 離脱症状を上手にのりこえる
④ 喫煙しやすい生活習慣を変える
⑤ 禁煙補助薬を使う
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保
険
料
を
長
い
間
滞
納
す
る
と
年
金
が
受
け
取
れ

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
年
金
の
受
給
権
利
を

守
る
た
め
に
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
大
変
な

と
き
は
免
除
や
猶
予
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

A答え

私
は
現
在
、
経
済
的
な
事
情
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
状
態
で
す
。
申
請
す
れ

ば
免
除
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
る
と
聞
い
た
の

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Q疑問

PensionQUESTION ANSWER年金
Q&A
役場保険年金班 ☎42局2111番

国民年金の
疑問に

お答えします。
国
民

未
納
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を

増
や
し
た
り
年
金
受
給
資
格
の
確

保
に
つ
な
げ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
後
納
制
度
」
で
納
付

す
る
場
合
は
申
込
み
が
必
要
と
な

り
、
過
去
３
年
度
以
前
の
保
険
料

に
は
当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が

つ
き
ま
す
。
ま
た
、
既
に
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
申

込
み
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nenkin.go.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限

は
翌
月
末
日
で
す
が
、
納
期
を
過

ぎ
て
も
徴
収
権
が
消
滅
す
る
ま

で
（
通
常
、
納
期
か
ら
２
年
）
は

納
付
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
納
期
を
２
年
以
上
過
ぎ
た
保

険
料
で
も
、
平
成
27
年
９
月
30
日

ま
で
は
「
後
納
制
度
」
を
利
用
し

て
過
去
10
年
以
内
の
未
納
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

未
納
の
保
険
料
を
遡
っ
て
納
め
ら
れ
る
期
間
は

通
常
２
年
で
す
が
、
平
成
27
年
９
月
ま
で
に
限
り

10
年
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

A答え

国
民
年
金
保
険
料
に
未
納
が
あ
り
ま
す
。
過
去
の

未
納
分
を
後
か
ら
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

Q疑問

※
一
部
免
除
制
度
は
保
険
料
の
一
部

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
残
り
の
保
険

料
が
免
除
と
な
る
制
度
で
す
。
一
部

保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
場
合
は
未

納
期
間
と
な
り
、
受
給
資
格
期
間
や

年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

役
場
保
険
健
康
課
保
険
年
金
班　

☎
４
２
局
２
１
１
１
番　

内
線
２
０
２

　

直
方
年
金
事
務
所　

☎
２
２
局
０
８
９
１
番

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
の
未

納
を
防
ぐ
た
め
、
保
険
料
の
全
額

ま
た
は
一
部
を
免
除
す
る
「
申
請

免
除
」や
30
歳
未
満
の
人
に
は「
若

年
者
納
付
猶
予
」、
本
人
の
所
得

が
一
定
以
下
の
学
生
は
、
申
請
に

よ
り
在
学
中
の
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
」
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。
免
除
や
納
付
猶
予

を
受
け
て
い
る
期
間
は
、
※
受
給

資
格
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
の
資
格
期
間
に
も

入
る
の
で
安
心
で
す
。
ま
た
、
全

額
免
除
お
よ
び
一
部
免
除
の
期
間

に
つ
い
て
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の

額
の
一
部
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

免
除
や
納
付
猶
予
を
受
け
る
に

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の

所
得
が
審
査
さ
れ
ま
す
。（
若
年

者
納
付
猶
予
は
本
人
と
配
偶
者
の

所
得
、
学
生
納
付
特
例
は
本
人
の

み
の
所
得
の
審
査
と
な
り
ま
す
。）

免
除
や
納
付
猶
予
が
認
め
ら
れ
た

期
間
は
、
将
来
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に

加
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
全
額
免

除
お
よ
び
一
部
免
除
（
納
付
す
べ

き
一
部
の
保
険
料
を
納
付
し
た
場

合
）
の
期
間
に
つ
い
て
は
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
額
に
一
定
の
割
合

で
反
映
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
過
去
の
免
除
が

受
け
ら
れ
る
期
間
は
申
請
直
前
の

７
月
（
学
生
納
付
特
例
は
直
前
の

４
月
）
ま
で
の
１
年
以
内
で
し
た

が
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
過

去
２
年
１
か
月
分
の
免
除
申
請
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
申

請
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳
し
く

は
保
険
健
康
課
保
険
年
金
班
ま
た

は
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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福祉の
そこが知りたい

福祉高齢者班☎42局2111番

介護保険料の
お知らせですWelfareINFORMATION

■平成 26 年度の介護保険料額　　　  �  　　　　　     （単位：円）

所得
段階 対象者 割合 年額保険料

１
非
課
税
世
帯

生活保護の受給者及び老齢福祉年金受給者の人 基準額
× 0.50 29,233

2 公的年金等収入額と合計所得金額の合計金額が 80 万
円以下の人

基準額
× 0.50 29,233

3

公的年金等収入額と合計所得金額の合計額が 80 万円
を超え 120 万円以下の人

基準額
× 0.70 40,926

公的年金等収入額と合計所得金額の合計額が 120 万
円を超える人

基準額
× 0.75 43,850

4

課
税
世
帯

公的年金等収入額と合計所得金額の合計額が 80 万以
下の人

基準額
× 0.92 53,789

公的年金等収入額と合計所得金額の合計額が 80 万円
を超える人 基準額 58,466

5

本
人
課
税

合計所得金額が 125 万円未満の人 基準額
× 1.18 68,990

6 合計所得金額が 125 万円以上 190 万円未満の人 基準額
× 1.25 73,083

7 合計所得金額が 190 万円以上 300 万円未満の人 基準額
× 1.50 87,699

8 合計所得金額が 300 万円以上 400 万円未満の人 基準額
× 1.75 102,316

9 合計所得金額が 400 万円以上の人 基準額
× 2.00 116,932

介
護
保
険
料
の

　
　
　
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
の
介
護
保
険
第
１

号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
人
）

の
介
護
保
険
料
は
８
月
に
決
ま
り

ま
す
。
被
保
険
者
へ
は
８
月
上
旬

に
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
郵
送

し
ま
す
。

保
険
料
率
は
昨
年
度
か
ら
変
更

が
な
く
、
市
町
村
民
税
や
所
得
の

状
況
に
よ
り
９
段
階
11
区
分
の
所

得
段
階
で
計
算
し
て
い
ま
す
が
、

ご
本
人
や
世
帯
の
市
町
村
民
税
の

課
税
状
況
や
所
得
等
に
変
動
が
あ

る
場
合
は
昨
年
度
の
所
得
段
階
と

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
で
は
、
特
別

な
事
情
が
な
く
保
険
料
を
滞
納
す

る
と
、
滞
納
期
間
に
応
じ
て
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
保
険

給
付
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
加
入
者

の
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
料
で
成
り

立
っ
て
い
る
制
度
で
す
。
保
険
料

は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

今
年
度
の
介
護
保
険
料
は
８
月
に
決
ま
り
ま
す

●
納
付
方
法

　

納
付
方
法
に
は
、
年
金
か
ら

天
引
き
で
納
め
る
場
合
と
納
付

書
、
口
座
振
替
で
納
め
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。
口
座
振
替
を
利

用
す
る
と
納
め
忘
れ
も
な
く
安

心
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

役
場
福
祉
人
権
課
福
祉
高
齢

者
班
ま
た
は
福
岡
県
介
護
保
険

広
域
連
合
事
業
課
資
格
管
理

係
☎
（
０
９
２
）
６
４
３
局

７
０
５
５
番
ま
で

【
詐
欺
事
件
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

介
護
保
険
や
福
祉
関
係
者
を
名

乗
る
詐
欺
事
件
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
役
場
や
広
域
連
合
か
ら
認
定

調
査
や
保
険
料
徴
収
で
訪
問
す
る

と
き
は
身
分
証
を
持
参
し
て
い
ま

す
の
で
、
必
ず
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。
不
審
に
感
じ
る
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
本
人
非
課
税
）

夫 69 歳で年金 210 万円の収入…課税所得額は 90 万円
妻 66 歳で年金 78 万円の収入…課税所得額は 0 円

Ａさん夫妻の場合は、夫は課税所得額が 90 万円となり、所得段階５の
保険額となります。妻は非課税となりますが、夫が課税されているので、
基準額に対し 0.92 の保険額となります。

Ａさん夫妻の例

2014. ６−14



税務の
そこが知りたい
役場税務班☎42局2111番

年金特別
徴収制度の

解説です

公的年金などの所得に係る個人住民税（町民税・県民税）は原則、年金からの天引き（特
別徴収）となります。対象者は、翌年度以降の住民税も年金特別徴収が原則となります。

SupportCOMMENT

65歳以上の公的年金等所得に係る住民税は「年金特別徴収」

年金特別徴収の対象者は、平成 26 年４月１日現在 65 歳以上の公的年金受給者で、前年中の年
金所得に係る住民税の納税義務がある人です。 ただし、「介護保険料が年金から特別徴収され
ていない人」「徴収される住民税が対象となる年金の額を超える人」などは対象になりません。
また、年金特別徴収はご本人の希望による選択ができません。

A
答え

公的年金からの特別徴収の対象者は？ Q
疑問

年金から特別徴収されるのは、公的年金などに係る個人住民税です。公的年金以外の所得に係
る住民税は、給与からの特別徴収または普通徴収（納付書や口座振替）による納付となります。

公的年金収入のほかに、給与所得と不動産所得があります。
公的年金以外の所得に係る住民税も年金から特別徴収されるのですか？ 

特別徴収を開始する最初の年度は、年税額の２分の１に相当する額を、第１期（６月）・第２期
（８月）に普通徴収（納付書や口座振替）で納付します。残りの２分の１に相当する額は、 10 月・
12 月・２月の年金から特別徴収となります。

初めて年金特別徴収となります。納付方法はどのようになりますか？ 

（例）平成 26 年度の年税額が６万円の場合
普通徴収

（納付書または口座振替） 特別徴収（年金から天引き）

期（月） 第１期（26年６月）第２期（26年８月） 26 年 10 月 26 年 12 月 27 年２月
税額 15,000 円 15,000 円 10,000 円 10,000 円 10,000 円

■２年目以降の納付方法
　４月・６月・８月は、前年度２月の税額と同額が徴収されます。（仮徴収）
　10 月・12 月・２月は、残り３分の１ずつが徴収されます。（本徴収）

（例）平成 27 年度の年税額が 9 万円の場合（26 年２月の年金から１万円が徴収されていた場合）
特別徴収（年金から天引き）

仮徴収 本徴収
期（月） 27 年 4 月 27 年 6 月 27 年 8 月 27 年 10 月 27 年 12 月 28 年 2 月

税額 10,000 円 10,000 円 10,000 円 20,000 円 20,000 円 20,000 円
※鞍手町から転出、死亡、年度の途中で徴収税額が変更になった場合などには、
　その年の特別徴収は中止となり普通徴収に変更となります。

A
答え

Q
疑問

A
答え

Q
疑問

15− 2014. ６



今
月
の
納
税
（
６
月
）

●
町
県
民
税
︱
第
１
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
１

期
分

納
期
限
は
６
月
25
日
（
水
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る

町
税
は
、
口
座
振

替
に
す
る
と
金
融

機
関
へ
行
く
手
間

が
い
ら
ず
、
納
め

忘
れ
も
な
く
て
安
心
で
す
。

毎
月
15
日
ま
で
に
手
続
き
を

す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座
振
替

が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は

町
内
の
金
融
機
関
や
役
場
税

務
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
金
は
納
期
ま
で
に

税
金
は
、町
の
財
政
に
と
っ

て
大
切
な
財
源
で
す
。
こ
の

財
源
は
町
の
運
営
や
皆
さ
ん

の
福
祉
・
教
育
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
税
金
は
納
期

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場

合
は
、
早
め
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

個
人
住
民
税
が

変
わ
り
ま
す

東
日
本
大
震
災
復
興
基
本

法
の
理
念
に
基
づ
き
、
地
方

公
共
団
体
で
実
施
す
る
防
災
・

減
災
費
用
を
確
保
す
る
た
め

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年

度
ま
で
の
間
、
次
の
と
お
り

個
人
住
民
税
の
均
等
割
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

●
県
民
税　

年
千
五
百
円
が

二
千
円

●
町
民
税　

年
三
千
円
が

三
千
五
百
円

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

６
月
10
日
（
火
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き
　
６
月
25
日
（
水
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

６
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
６
月
６
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
６
月
12
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

６
月
19
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で
（
あ
さ

ひ
補
聴
器
）
▽
と
き
＝
６

月
25
日
（
水
）
午
後
１
時

か
ら
２
時
ま
で
（
小
倉
補

聴
器
）　

役
場
の
相
談
で
は
、
受
付

順
の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
６
月
５
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

６
月
24
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
30
分
ま
で（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
６
月
26
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
く
ら
て
病
院
ま
で

女
性
へ
の
人
権
侵
害

ひ
と
り
で
悩
む
前
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

Ｄ
Ｖ
（
家
庭
内
暴
力
）、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
被
害
を

相
談
し
た
い
…
。
セ
ク
ハ
ラ
、

パ
ワ
ハ
ラ
で
悩
ん
で
い
る
け

ど
…
。
北
九
州
市
立
男
女
共

税
等

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗博物館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番

●町立病院…42 局 1231 番
●鞍寿の里…42 局 1233 番

●鞍手駅…42 局 0980 番
●火災の発生状況…32 局 3211 番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

Calendar
2014 ６相

談
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同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
ム
ー
ブ

で
は
、
そ
ん
な
女
性
の
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
侵
害
に
関
す
る

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
、

相
談
料
無
料
で
す
の
で
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

６
月
24
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で

●
相
談
電
話　

☎
（
０
９
３
）

５
８
３
局
３
３
３
１
番
ま

た
は
、（
０
９
３
）
５
８
３

局
３
６
６
３
番
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

北
九
州
市

立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
・
ム
ー
ブ
☎
（
０
９
３
）

５
８
３
局
３
９
３
９
番
ま

で
事
業
主
の
み
な
さ
ん

最
低
賃
金
引
上
の
お
悩
み
は

ワ
ン
・ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談
へ

福
岡
県
最
低
賃
金
総
合
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
り

大
き
な
影
響
を
受
け
る
中
小

企
業
の
事
業
主
を
対
象
に
、

社
会
保
険
労
務
士
や
中
小
企

業
診
断
士
な
ど
の
専
門
家
に

よ
る
相
談
・
派
遣
業
務
を
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
経
営

面
や
労
働
面
で
の
お
悩
み
解

決
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
最
低
賃
金
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

（
０
９
２
）
６
２
４
局

０
６
０
６
番
ま
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

鞍
手
地
区
就
学
相
談

鞍
手
地
区
就
学
相
談
委
員

会
で
は
、
障
が
い
の
程
度
に

よ
っ
て
特
別
支
援
学
校
（
盲

学
校
や
聾ろ

う

学
校
な
ど
）
で
子

ど
も
に
教
育
を
受
け
さ
せ
る

か
ど
う
か
を
考
え
て
い
る
保

護
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お

り
就
学
相
談
（
無
料
）
を
行

い
ま
す
（
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
）。

●
と
き
　
９
月
４
日
（
木
）、

５
日
（
金
）、
８
日
（
月
）。

時
間
は
３
日
間
と
も
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
50
分

ま
で

●
と
こ
ろ　

鞍
手
町
中
央
公

民
館

●
申
込
期
限　

６
月
13
日

（
金
）

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
学

校
教
育
班
ま
で

聞
こ
え
や
こ
と
ば
の

発
達
で
お
悩
み
の
と
き

直
方
聾
学
校
の
教
育
相
談

福
岡
県
立
直
方
聾ろ

う

学
校
で

は
、
次
の
と
お
り
教
育
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
と
き
　
平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

●
対
象
　
聴
覚
障
害
に
よ
る

聞
こ
え
や
こ
と
ば
の
発
達

で
困
っ
て
い
る
子
ど
も（
０

歳
か
ら
18
歳
ま
で
）
と
そ

の
保
護
者

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
立

直
方
聾
学
校
☎
２
６
局

５
３
５
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
６
局
４
６
０
１
番
ま
で

悪
質
な
訪
問
販
売
・
マ
ル
チ

商
法
な
ど
の
相
談
は
お
気
軽
に

悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協

議
会
で
は
、
次
の
と
お
り
「
悪

質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。

●
と
き　

６
月
28
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

宮
若
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
ハ
ー
ト

フ
ル
」
研
修
室

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

司
法
書
士
・
手
嶋
竜
一
☎

（
０
９
４
２
）
２
３
局
６
０

７
７
番
ま
で

労
働
者
の
権
利
を
守
る
！

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協

議
会
で
は
、
賃
金
の
未
払
い
・

サ
ー
ビ
ス
残
業
・
解
雇
・
パ

ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
様
々

な
労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
る
「
24
時
間
労

働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

普
段
は
相
談
す
る
時
間
が
確

保
で
き
な
い
と
い
う
人
も
こ

の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

６
月
14
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
翌
15
日

（
日
）
午
前
10
時
ま
で

●
相
談
電
話　

☎
（
０
９
２
）

７
２
４
局
９
５
０
５
番
ま

で
●
問
い
合
わ
せ　

司
法
書
士
・

稲
毛
翔
平
☎
（
０
９
２
）

５
１
７
局
４
２
８
９
番
ま
で

就
職
の
お
悩
み
は

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

福
岡
県
で
は
、
次
の
と
お

り
、
年
代
別
・
対
象
別
の
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

求
職
者
の
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
就
職
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
若
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー　

▽
対
象
＝
お
お

む
ね
29
歳
以
下
▽
問
い
合

わ
せ
＝
筑
豊
ブ
ラ
ン
チ
☎

（
０
９
４
８
）
２
３
局
１
１

４
３
番
ま
で

●
30
代
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
セ

ン
タ
ー　

▽
対
象
＝
お
お

む
ね
30
～
39
歳
▽
問
い
合

わ
せ
＝
セ
ン
タ
ー
・
福
岡

☎
（
０
９
２
）
７
２
０
局

８
８
３
１
番
ま
で

●
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
＝
お
お
む
ね
40
～

64
歳
▽
問
い
合
わ
せ
＝
セ

ン
タ
ー
・
福
岡
☎（
０
９
２
）

４
３
３
局
９
２
１
１
番
ま
で

●
子
育
て
女
性
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー　

▽
対
象
＝
就
職
を

希
望
す
る
子
育
て
中
の
女

性
▽
問
い
合
わ
せ
＝
☎（
０

９
４
８
）
２
２
局
１
６
８

１
番
ま
で

家
庭
介
護
介
助
者

養
成
講
座
の
ご
案
内

家
庭
介
護
に
直
面
さ
れ
て

い
る
人
、
介
護
分
野
に
従
事

さ
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
、

家
庭
介
護
介
助
者
養
成
講
座

を
行
い
ま
す
。
す
ぐ
に
役
立

つ
知
識
や
技
術
、
介
護
に
対

す
る
正
し
い
考
え
方
や
介
助

方
法
の
習
得
を
目
的
と
し
た

講
座
で
、
参
加
費
は
無
料
で

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
と
き
・
内
容　

▽
一
日
目

＝
７
月
５
日
（
土
）、「
排

泄
ケ
ア
を
学
ぼ
う
! !
」
▽

二
日
目
＝
７
月
12
日
（
土
）、

「
認
知
症
を
学
ぼ
う
! !
」　

両
日
と
も
午
前
10
時
か
ら

午
後
１
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

宮
若
市
保
健
セ

ン
タ
ー
「
パ
レ
ッ
ト
」

●
定
員　

20
人

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
期
限　

７
月
３
日

（
木
）
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
☎
（
０
９
２
）

４
８
２
局
７
０
０
６
番
ま

で

くらしの情報

■街頭啓発
●とき　７月 15 日（火）
　①午前７時 20 分から②午前 10 時か

ら③午後５時 30 分から（いずれも
30 分程度）

●ところ　JR 鞍手駅、スーパー川食、
巌流市場、西日本シティ銀行、サン
グリーン鞍手など
■鞍手町同和問題講演会
●とき　７月 22 日（火）午後２時から
●ところ　鞍手町中央公民館
●演題　「ぬくもりのある人権のまちづくり」
●講師　子どもの学び館代表取締役
　福永宅司さん
●手話通訳　手話通訳はあります
●問い合わせ　教育課社会教育班まで

７月は同和問題
　　　啓発強調月間

講
習
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一
般
公
募
に
よ
る

救
命
講
習
を
行
い
ま
す

直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
消
防
本
部
で
は

次
の
と
お
り
、
一
般
公
募
の

救
命
講
習
を
行
い
ま
す
。

●
講
習
内
容　

▽
普
通
救
命

講
習
Ⅰ
（
３
時
間
）
＝
成

人
の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
り
扱
い
、
そ
の
他

の
応
急
手
当
て
な
ど
▽
上

級
救
命
講
習
＝
成
人
・
小

児
・
乳
児
の
心
肺
蘇
生
法

と
止
血
法
、
搬
送
法
、
そ

の
他
の
応
急
手
当
て
な
ど

な
ど

●
と
き　

▽
普
通
救
命
講
習

Ⅰ
（
８
時
間
）
＝
７
月
６

日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で
▽
上
級
救
命
講

習
＝
７
月
13
日
（
日
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

直
方
・
鞍
手
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消

防
本
部
２
階
屋
内
訓
練
場

（
宮
若
市
宮
田
１
６
番
１
）

●
定
員　

40
人
程
度

●
対
象　

▽
普
通
救
命
講
習

Ⅰ
＝
中
学
生
以
上
の
人
▽

上
級
救
命
講
習
＝
宮
若
市
・

鞍
手
町
・
小
竹
町
在
住
も

し
く
は
、
勤
務
し
て
い
る

中
学
生
以
上
の
人

●
申
込
方
法　

救
命
講
習
申

請
書
（
個
人
用
）
に
記
入

の
う
え
、
持
参
も
し
く
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
申
込
用
紙

は
当
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
）

●
申
込
期
限　

▽
普
通
救
命

講
習
Ⅰ
＝
６
月
29
日
（
日
）

▽
上
級
救
命
講
習
＝
７
月

６
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
・
鞍

手
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
警
防
課
救
急

消
防
係
☎
（
０
９
４
９
）

３
２
局
１
１
３
２
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
０
９
４
９
）
３
２

局
９
４
２
５
番
ま
で

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー

認
定
講
習
会
の
ご
案
内

福
岡
県
で
は
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
に
、
そ
の
豊
か
な
知

識
や
経
験
を
生
か
し
て
地
域

の
子
育
て
支
援
の
現
場
で
活

躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
ふ

く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ス
タ
ー
認
定
の
た
め
の

研
修
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
の
で
受
講
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

７
月
４
日
（
金
）

●
と
こ
ろ　

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

●
対
象　

60
歳
以
上
で
子
育

て
支
援
に
関
心
の
あ
る
人

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
70

歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー

内
「
ふ
く
お
か
子
育
て
マ

イ
ス
タ
ー
」
コ
ー
ナ
ー

☎
（
０
９
２
）
４
８
１
局

１
３
１
２
番
ま
で
（
電
話

相
談
は
平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
、
窓
口
相

談
は
月
曜
日
・
水
曜
日
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
）

緑
を
体
感
・
学
習
で
き
ま
す

庭
木
の
整
姿
と
剪
定
講
習

受
講
者
募
集

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
と
お
り
「
庭
木
の

整
姿
と
剪
定
」
講
習
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
緑
に
親
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

７
月
５
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

筑
豊
ハ
イ
ツ
（
飯

塚
市
庄
内
仁
保
）

●
受
講
料　

無
料

●
定
員　

35
人
（
申
込
み
先

着
順
）

●
申
込
期
限　

７
月
４
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
管

理
事
務
所
☎
（
０
９
４
３
）

７
２
局
１
１
９
３
番
ま
で

（
月
曜
日
休
館
）

県
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
、
次
の
と
お
り
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
内
配
布
期
間
・
募

集
期
間　

６
月
２
日
（
月
）

か
ら
10
日
（
火
）
ま
で

●
募
集
案
内
配
布
場
所　

福

岡
県
住
宅
供
給
公
社
筑
豊

管
理
事
務
所
直
方
出
張
所
、

鞍
手
町
役
場
建
設
課
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
住

宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

理
部
管
理
課
☎
（
０
９
２
）

７
８
１
局
８
０
２
９
番
ま
で

農
地
の
有
効
利
用
を
！！

農
地
の
受
け
手
・
出
し
手

を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
で
は
、
公
益
財
団

法
人
福
岡
県
農
業
振
興
推
進

機
構
を
農
地
中
間
管
理
機
構

と
し
て
指
定
し
、
６
月
に
農

地
の
「
受
け
手
」（
農
地
の
有

効
利
用
や
農
業
経
営
の
効
率

化
を
進
め
る
担
い
手
）
の
公

募
と
「
出
し
手
」（
農
地
を
貸

し
た
い
農
家
）
の
募
集
を
行

い
、
11
月
に
農
地
中
間
管
理

機
構
を
通
じ
た
利
用
権
設
定

を
行
う
予
定
で
す
。
詳
し
く

は
、「
農
家
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
を
作
成
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
役
場
農
政
環
境
課
農

政
環
境
班
ま
た
は
、
直
鞍
農

業
協
同
組
合
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
水

田
農
業
振
興
課
☎
（
０
９

２
）
６
４
３
局
３
４
７
４

番
ま
た
は
、
福
岡
県
農
業

振
興
推
進
機
構
☎
（
０
９

２
）
７
１
６
局
８
３
５
５

番
ま
で

ハ
ー
ト
♥
ト
ゥ
・
ハ
ー
ト
♥

コ
ン
サ
ー
ト
の
合
唱
・

演
奏
団
員
を
募
集

第
九
ｉ
ｎ
み
や
わ
か
実
行

委
員
会
で
は
ふ
く
お
か
県
民

文
化
祭
県
民
文
化
創
造
事
業

と
し
て
「
直
鞍
で
と
も
に
第

九
を
う
た
お
う
」
八
百
十
八

人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て

い
ま
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
第
九
を
八
百
十
八
人
で
楽

し
く
歌
え
ま
す
。
初
心
者
大

歓
迎
で
す
の
で
興
味
の
あ
る

人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
練
習
日
時　

７
月
初
旬
よ

り
毎
週
水
曜
日
の
午
後
７

時
か
ら
、
毎
週
日
曜
日
の

午
後
２
時
か
ら

●
練
習
場
所　

中
央
公
民
館

●
参
加
費
用　

五
千
円
（
大

学
生
以
下
は
無
料
）

●
公
演
日
時　

12
月
23
日

（
火
・
祝
日
）

●
公
演
場
所　

ユ
メ
ニ
テ
ィ

の
お
が
た

●
問
い
合
わ
せ　

第
九
ｉ
ｎ

み
や
わ
か
実
行
委
員
会
☎

くらしの情報

５月 14 日、町議会の臨時会が開催
され、５月 20 日で１期４年間の任期が
満了する本松吉憲副町長の後任として、
阿部　哲さん（あべさとし・63 歳・木月）
を選任することが同意されました。

阿部副町長は、昭和 49 年４月に鞍手
町役場に奉職。議会事務局長、企画財
政課長、総務課長を歴任し、平成 23 年
３月に退職してからは鞍手町社会福祉
協議会の事務局長も務めてこられました。

任期は平成 26 年５月 21 日から平成
30 年５月 20 日までの４年間です。

副
町
長
に

阿
部
哲
さ
ん
を

選
任
し
ま
し
た
。

募
集

新副町長　阿部　哲
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（
０
７
０
）
５
４
０
０
局

７
２
６
６
番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
６
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

２
日
（
月
）、
９

日
（
月
）、
15
日
（
日
）、

16
日
（
月
）、
23
日
（
月
）、

30
日
（
月
）
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

６
月
定
例
町
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

鞍
手
町
議
会
６
月
定
例
会

を
開
会
し
ま
す
。
一
般
質
問

と
議
案
質
疑
の
日
程
（
予
定
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
会
に
は
、
年
４
回
の
定

例
会
と
必
要
な
と
き
に
開
会

す
る
臨
時
会
が
あ
り
、
だ
れ

で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

ま
た
、
一
般
質
問
は
６
月

定
例
会
よ
り
手
話
通
訳
に
よ

る
傍
聴
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
手
話
通
訳
の
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
鞍
手

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
議

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
一
般
質
問
　
６
月
９
日

（
月
）、10
日
（
火
）
開
会
時

間
は
午
後
１
時
。
た
だ
し
、

９
日
で
終
了
す
れ
ば
10
日

は
休
会
と
な
り
ま
す
。

●
議
案
質
疑　

６
月
11
日

（
水
）
開
会
時
間
は
午
後
１

時
●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
議

会
事
務
局
（
役
場
内
）
ま

で

情
報
公
開
制
度
に
よ
る

公
開
状
況

町
で
は
、
条
例
に
基
づ
い

た
情
報
公
開
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
25
年
度
の
開
示
請

求
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な

お
、
個
人
情
報
保
護
条
例
に

基
づ
く
保
護
の
請
求
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

●
請
求
な
ど
が
あ
っ
た
件
数

　

▽
請
求
な
ど
…
10
件

　

▽
異
議
申
し
立
て
…
な
し

●
公
開
状
況　

　

▽
全
部
公
開
…
10
件

　

▽
部
分
公
開
…
な
し

　

▽
非
公
開
…
な
し

　

▽
該
当
情
報
な
し
…
な
し

●
請
求
先　

▽
議
長
…
な
し

　

▽
公
営
企
業
管
理
者
…
な

し
●
問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務

課
総
務
班
ま
で

給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
を
追
加
し
ま
し
た

水
道
管
の
新
設
や
増
設
な

ど
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う

事
業
者
に
、
申
請
の
あ
っ
た

次
の
一
社
を
追
加
指
定
し
ま

し
た
。
水
道
工
事
は
町
が
指

定
し
た
工
事
事
業
者
し
か
で

き
ま
せ
ん
。

●
洸
設
備　

▽
住
所
＝
中
間

市
岩
瀬
二
丁
目
２
８
番
地

６
号
▽
電
話
＝
（
０
９
３
）

２
４
６
局
２
６
０
２
番

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下

水
道
課
上
水
道
班
ま
で

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
の

整
備
に
お
困
り
の
と
き
は

荒
廃
森
林
再
生
事
業
を　

ご
活
用
く
だ
さ
い

福
岡
県
で
は
、
荒
廃
し
た

森
林
を
再
生
し
、
健
全
な
状

態
で
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た

め
、
森
林
環
境
税
を
活
用
し

て
、
市
町
村
が
事
業
主
体
と

な
り
、
森
林
の
整
備
な
ど
を

行
う
荒
廃
森
林
再
生
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
所
有

さ
れ
て
い
る
町
内
の
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
林
を
長
期
間
手
入
れ

出
来
ず
お
困
り
の
と
き
は
、

役
場
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
整
備
内
容　

間
伐
、枝
落
し
、

除
伐
な
ど

●
実
施
主
体　

町
か
ら
請
け

負
っ
た
事
業
者
が
行
い
ま
す

●
整
備
費
用　

町
が
負
担
（
所

有
者
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
）

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ　
　

役
場
農
政
環
境
課
農
政
環

境
班
ま
で

経
済
セ
ン
サ
ス

－

基
礎
調
査

お
よ
び
商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

総
務
省
と
経
済
産
業
省
で

は
、
７
月
１
日
現
在
で
経
済

セ
ン
サ
ス

－

基
礎
調
査
お
よ
び

商
業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
商
店
や
工
場
、
営

業
所
、
事
務
所
、
学
習
塾
、

病
院
、
寺
院
な
ど
す
べ
て
の

事
業
所
が
対
象
と
な
る
も
の

で
事
業
内
容
や
従
業
員
数
、

経
営
組
織
な
ど
を
調
査
し
ま

す
。
回
答
は
、
調
査
票
に

記
入
す
る
方
法
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
回
答
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
６
月

下
旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ

い
。な
お
、調
査
し
た
内
容
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
守

ら
れ
、
国
の
大
切
な
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
政
策

推
進
課
政
策
推
進
班
ま
で

九
州
職
業
能
力
開
発
大
学
校

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

九
州
職
業
能
力
開
発
大
学

校
で
は
次
の
と
お
り
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
に
関
係
す
る
機

械
系
、
電
気
系
、
電
子
情
報

系
、
建
築
系
の
４
つ
の
コ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に「
来

て
、
見
て
、
体
感
し
て
」
く

だ
さ
い
。
参
加
希
望
日
、
名

前
、
受
験
希
望
者
は
在
籍
、

ま
た
は
出
身
高
校
名
を
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、
メ
ー

ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

７
月
21
日
（
月
・
祝

日
）、
８
月
30
日
（
土
）
い

ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

九
州
職
業
能
力
開
発
大
学

校
学
務
課
☎
（
０
９
３
）９

６
３
局
８
３
５
３
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
０
９
３
）９
６
３
局

８
３
８
７
番
、gboshu@

kyushu-pc.ac.jp

ま
で

道
路
が
泣
い
て
い
ま
す

農
家
の
皆
さ
ん

ト
ラ
ク
タ
ー
の
土
は

落
と
し
て
く
だ
さ
い

農
家
の
皆
さ
ん
、
農
作
業

で
利
用
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
の
土
は
十
分
に
落
と
し
て

い
ま
す
か
。
タ
イ
ヤ
に
付
着

し
た
土
が
道
路
を
汚
し
て
い

る
と
い
う
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
泥

を
で
き
る
だ
け

落
と
し
て
か
ら

道
路
に
出
ら
れ

る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政

環
境
課
農
政
環
境
班
ま
で

くらしの情報

お
知

ら
せ

「防火水槽」や
「消火栓」の付近は
駐車禁止です！！

防火水槽や消火栓などの消防水利は
消火活動に欠かせない施設です。消防水
利がある場所は看板の設置や消火栓のフ
タを黄色に塗装するなどして位置を示し
ています。消防本部や消防団は消防水利
が使用できるよう定期的に点検をしてい
ますが、消防水利の場所に違法に駐車し
ている車両があると、火災の際に使えな
くなる事態が発生する恐れがあります。

消防水利から５メートル以内は道路
交通法で駐車が禁止されており、一刻を
争う消防活動の妨げとなります。消防水
利の近くには駐車しないよう、ご理解と
ご協力をお願いいたします。
●問い合わせ　役場総務課総務班まで

防火水槽の場所を示す看板
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国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

19
年
６
月
２
日
か
ら
７
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
高
齢
受
給
者

証
が
利
用
で
き
る
の
は
70
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が

誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
）
か

ら
で
す
。

●
交
付
す
る
日　

６
月
26
日

（
木
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

外
来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。

も
し
、
入
院
や
高
額
な
外
来

診
療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
交
付
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認

定
証
は
国
民
健
康
保
険
税
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保

険
税
は
必
ず
納
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類（
領
収
書
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
診
療
で

の
窓
口
負
担
額
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
で
済
む
限
度
額

適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
証
は
、
申
請
し
た

月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高

額
な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た

と
き
は
前
も
っ
て
交
付
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
す

で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

場
合
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る

くらしの情報

　

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【４月中】 【累　計】
件 数 6件（＋11） 件 数 228 件（＋ 2）

死 者 00人（±10） 死 者 221人（－11）

傷 者 10人（＋ 3） 傷 者 38 人（＋ 2）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、県警
のホームページで校区別の詳しい情報を
確認できます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【４月中】 【累 計】

刑法犯総数 119 件（－15） 刑法犯総数 364 件（－103）

車上ねらい 9 件（－ 6） 車上ねらい 44 件（＋ 7）

自転車盗難 16 件（－ 5） 自転車盗難 40 件（－ 18）

空き巣 5 件（＋ 1） 空き巣 20 件（－ 7）

生活安全課からのお知らせ

　

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

今月は、ストーリーテリングの
会あかずきんの皆さんに、昔ばな
しをしていただきます。博物館ロ
ビーに巨大な七夕飾りも作ります。
● とき　６月 14 日（土）午前 10

時から
● ところ　歴史民俗博物館
● 問い合わせ　歴史民俗博物館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

● 6月15日（日）くらてクリニック（古門）
☎４３局３０３０番

休日
在宅医

性犯罪に注意!!
○ 不審者を見たら大声を出しましょう。
○ 人気のない、暗い夜道の一人歩きは避けましょう。
○ 寝るときは、自宅のドア・窓のカギをかけましょう。
○ 防犯ブザーなどの防犯グッズを持ち歩き、
　 いつでも使えるように準備をしましょう。

（かっこ内は前年比）

● とき　６月 11 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後
３時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談
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有
効
期
限
ま
で
外
来
診
療
に

も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん
・
過
去
一

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
、
入
院

期
間
が
確
認
で
き
る
書
類

（
領
収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
７
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
14
年
７
月
１
日

か
ら
７
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
６
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

７
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
24
年
７
月
２
日
か
ら
８

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

６
月
25
日

（
水
）、
26
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

中
小
企
業
の
最
低
賃
金
を

引
き
上
げ
る
た
め

助
成
金
を
支
給
し
ま
す

事
業
場
の
最
も
低
い
時
間

給
を
四
十
円
以
上
引
き
上
げ

る
中
小
企
業
に
対
し
て
、
賃

金
引
き
上
げ
の
た
め
の
業
務

改
善
経
費
の
２
分
の
１
（
企

業
規
模
30
人
以
下
の
事
業
場

に
は
４
分
の
３
）
を
支
給
し

ま
す
。
上
限
は
百
万
円
で
す
。

詳
し
く
は
福
岡
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働

局
労
働
基
準
部
賃
金
課

☎
（
０
９
２
）
４
１
１
局

４
５
７
８
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ

内
は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
香

典
返
し
】

▽
中
野
孝
夫
様
＝
木
月
（
福

次
）

▽
桑
原
杉
枝
様
＝
新
北
（
達

雄
）

▽
仲　

タ
ツ
子
様
＝
城
ヶ
崎

（
猛
）

▽
峯　

幸
子
様
＝
中
山
南
区

（
昭
二
）

▽
岡
田
裕
子
様
＝
永
谷
（
森

マ
キ
子
）

▽
添
田
公
一
様
＝
唐
ヶ
崎（
明

子
）

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
一

般
】

▽
戸
谷　

健
次
郎
様
＝
八
尋

●
く
ら
て
病
院
へ
【
香
典
返

し
】

▽
峯　

幸
子
様
＝
中
山
南
区

（
昭
二
）

くらしの情報

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

愛の
贈

り
も
の

６月分以降の児童手当を受け取るには、現
況届が必要です。現況届の必要な人は、役場福
祉人権課より届出書の通知を郵送します。現況
届が提出されないと資格があっても６月分以
降の児童手当を受け取ることができなくなり
ます。早めの提出をお願いします。　▷とき
＝６月２日（月）から６月 30 日（月）まで
▷ところ＝役場福祉人権課児童人権班▷必要
なもの＝現況届、印かん、添付書類（保険証
の写し等）
●問い合わせ　詳しいことは役場福祉人権課

児童人権班まで

●認定請求　児童手当を受給するには「認定
請求書」の提出が必要です。出生や転入な
どがあった翌日から 15 日以内に認定請求
書を提出し、認定を受けなければ児童手当
を受けることができません

●届け出の内容が変わったとき　次の①②
に当てはまるときは 15 日以内に「変更届」
の提出が必要です（①他の市町村に住所が
変わったとき②出生などにより支給対象児
童が増えたとき）

手続きの方法

児童手当は、児童を養育する家庭の生活の
安定と児童の健全な育成を図るために、養育
者に支給される制度です。認定請求をした日
の属する月の翌月分から支給理由の消滅した
日の属する月分まで支給されます。
● 支給額　▷０歳から３歳未満…15,000 円
（一律）▷３歳から小学校終了前…10,000
円（第３子以降は 15,000 円）▷中学生…
10,000 円（一律）▷所得制限限度額以上の
場合…5,000 円（一律）

　児童手当制度

児童手当を受け取るには
手続きが必要です

現況届の提出

広報くらてに広告を掲載しませんか。
◉掲載料（１か月あたり）
　▶全一段（縦43㎜×横187㎜）…１万円
　▶半一段（縦43㎜×横 91㎜）…５千円
◉申し込み期限　発行日（毎月１日）の 40 日前まで
◉掲載の可否　事前審査により決定
◉申し込み・問い合わせ　役場政策推進課政策推進班まで

募集します!!
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あなたのお店の
オリジナル商品を
鞍手ｓｇに出品して
みませんか？

エス・ジー

メリット①　出品費用が不要
初期費用の登録料やシステムの利用料、月々の利用料などが不要です。

メリット②　サイトの登録事務が簡単
商品紹介のページなどを自分で作成する必要はありません。

メリット③　出品者の各種契約手続きが不要
注文の受付から発送指示まで運営会社が行うので煩雑な手続きがありません。

メリット④　信頼できるサイト
町が運営するサイトのため購入者から信用を得られやすく安心感があります。

鞍手 sg は
インターネットを活用して
鞍手町の特産品を販売する
自治体運営型通販サイトです

鞍手 sg 検索 ☜
URL   http://www.kurate.japan-sg.jp/ 

日本各地の「いいもの」を厳選
自治体運営型通信販売サービス

KURATE

鞍手

ISHIGAKI

石垣

NISHIKI

錦

SATSUMASENDAI

薩摩川内

TAKEO

武雄
TACHIARAI

大刀洗
UTAZU

宇多津
KAMIITA

上板

TAKA

多可

YOSHINO

吉野

UDA

宇陀

SEKI

関

NANTO

南砺

MATSUSAKA

松阪

MISHIMA

三島

TSUBAMESANJYO

燕三条

SAKADO

坂戸

NASU

那須

RIKUZENTAKATA

陸前高田
KORIYAMA

郡山
KYOTANGO

京丹後

鞍
手
ｓ
ｇ
と
は
？

鞍
手
ｓ
ｇ
（
エ
ス
・
ジ
ー
）
は
、

正
式
名
称
を
鞍
手satisfaction

（
サ
テ
ィ
ス
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
＝
満

足
）guaranteed

（
ギ
ャ
ラ
ン

テ
ィ
ー
ド
＝
保
証
）
と
い
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て

鞍
手
町
の
特
産
品
を
販
売
す
る

自
治
体
型
通
販
サ
イ
ト
で
す
。

昨
年
12
月
25
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、

現
在
、
町
の
特
産
品
を
全
国
に

向
け
広
く
販
売
し
て
い
ま
す
。

鞍
手
ｓ
ｇ
は
、
佐
賀
県
武
雄

市
を
中
心
に
北
は
岩
手
県
陸
前

高
田
市
、
南
は
沖
縄
県
石
垣
市

ま
で
、
全
国
21
の
市
町
で
「
地

域
の
い
い
も
の
」
を
販
売
す
る

サ
イ
ト
〝
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ｓ
ｇ

（
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
ス
・
ジ
ー
）〟

の
中
の
一
自
治
体
と
し
て
参
加

し
て
い
る
も
の
で
す
。
福
岡
県

で
は
大
刀
洗
町
と
鞍
手
町
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

鞍
手
ｓ
ｇ
は
、
町
が
運
営
す

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
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Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の

②
生
産
や
製
造
で
は
、
商
品
が

次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
て

い
る
こ
と

・
町
内
で
生
産
や
製
造
さ
れ
て
い

る
も
の

・
鞍
手
町
産
の
主
な
原
料
を
使
っ

て
製
造
さ
れ
て
い
る
も
の

・
そ
の
ほ
か
、
鞍
手
町
を
特
に
Ｐ

Ｒ
で
き
る
も
の

③
商
品
が
食
品
で
あ
る
場
合
は
、

食
品
衛
生
法
な
ど
の
法
律
に

基
づ
い
た
表
示
が
さ
れ
て
い

る
こ
と

④
町
税
に
未
納
が
な
い
こ
と

⑤
出
店
に
関
係
す
る
人
が
、
法

律
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
な

ど
で
な
い
こ
と

⑥
そ
の
ほ
か
関
係
す
る
法
律
な

ど
に
違
反
が
な
い
こ
と

な
お
出
品
で
き
る
商
品
で
あ

る
か
ど
う
か
は
、
鞍
手
ｓ
ｇ
選

定
委
員
会
で
判
断
し
ま
す
。

出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

役
場
地
域
振
興
課
（
☎
４
２
局

２
１
１
１
番
・
内
線
３
４
３
番
）

ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鞍
手
ｓ
ｇ
商
品
は
店
舗
で
も

購
入
で
き
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
注
文

は
苦
手
。
注
文
し
た
い
け
ど
方

法
が
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
よ
う

な
方
で
も
、
鞍
手
ｓ
ｇ
を
取
り

扱
っ
て
い
る
店
舗
（
左
の
取
扱

店
）
で
、
商
品
を
直
接
購
入
し

た
り
、
送
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

自
分
で
商
品
を
確
か
め
て
か

ら
購
入
し
た
い
方
、
遠
く
の
親

戚
や
お
世
話
に
な
っ
た
方
な
ど

に
鞍
手
町
の
特
産
品
を
贈
り
た

い
方
は
、
ぜ
ひ
店
舗
に
も
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

活
用
し
て
、
地
域
所
得
の
向
上

や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
町
の

知
名
度
の
ア
ッ
プ
に
繋つ

な

げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

鞍
手
ｓ
ｇ
の
専
用
サ
イ
ト
は
、

町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
様
々

な
種
類
の
商
品
を
取
り
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。

鞍
手
ｓ
ｇ
に
出
品
す
る
と

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
？

鞍
手
ｓ
ｇ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
開
設
し
た
、
鞍
手
町
の

特
産
品
だ
け
を
販
売
す
る
店
舗

で
す
。
現
在
、
民
間
で
は
楽
天

やyahoo

（
ヤ
フ
ー
）、am

azon

（
ア
マ
ゾ
ン
）
な
ど
が
通
販
サ
イ

ト
を
開
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

と
同
じ
仕
組
み
の
店
舗
を
町
が

運
営
し
て
い
る
も
の
で
す
。

鞍
手
ｓ
ｇ
に
出
品
す
る
と
次

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

①
出
品
費
用
が
不
要
で
す　

初

期
費
用
の
登
録
料
や
シ
ス
テ

ム
の
利
用
料
、
月
々
の
利
用

料
な
ど
が
不
要
で
す
。
た
だ

し
、
販
売
実
績
が
１
か
月
１

店
舗
に
つ
き
10
万
円
を
超
え

た
場
合
は
、
販
売
価
格
の
５

パ
ー
セ
ン
ト
が
手
数
料
と
し

て
必
要
に
な
り
ま
す

②
サ
イ
ト
の
登
録
事
務
が
簡
単

で
す　

商
品
を
紹
介
す
る

ペ
ー
ジ
な
ど
を
出
品
者
が
作

成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
供
さ
れ
た
写
真
や
資
料
で

町
や
運
営
会
社
が
制
作
し
ま

す
③
出
品
者
の
各
種
契
約
が
不
要

に
な
り
ま
す
　
注
文
の
受
付

か
ら
発
送
指
示
ま
で
を
運
営

会
社
が
行
い
ま
す

④
信
頼
で
き
る
サ
イ
ト
で
す
　

町
が
運
営
す
る
サ
イ
ト
な
の

で
、
購
入
者
か
ら
信
用
を
得

ら
れ
や
す
く
安
心
感
が
あ
り

ま
す

鞍
手
ｓ
ｇ
に
出
品
で
き
る

対
象
者
や
商
品
は
？

鞍
手
ｓ
ｇ
に
出
品
で
き
る
対

象
者
や
商
品
は
、
次
の
①
か
ら

⑥
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
鞍
手
町
の
良
さ
を
全
国
に
発

信
で
き
る
商
品
で
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
て
い

る
こ
と

・
鞍
手
町
の
伝
統
や
歴
史
を
伝
え

ら
れ
る
も
の

・
新
た
な
地
域
資
源
と
な
る
も
の

・
そ
の
ほ
か
、
鞍
手
町
を
特
に

鞍手ｓｇでは、現在、町内の９事業者が、18 種類の商品を
販売しています。

・クッキー工房「ゆたかの里」……手作りクッキーセット
・独楽……独楽豆腐、なめらか茶碗蒸し、魔法のどれっしんぐなど
・夢工房くらて……若摘み巨峰のコンフィチュール
・鞍手町商工会青年部……きらくソース
・野上養鶏場……味宝卵、オリジナル卵かけ醤油、野上さん家の炭火焼
・キッチン工房えくぼ……えくぼカレーパック（ビーフ、チキン）
・からくり木工工房くら……森の音楽隊（単品楽団 : キツネ、うさぎ、牛）
・ふくちゃんうどん……黒にんにく
・うどん屋仁……自家製チーズケーキ
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広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

●町の人口・４月の人の動き

平成 26 年６月号  No.654

・人口　17,019 人
・男性　 8,086 人
・女性　 8,933 人
・世帯数  7,574 世帯

（平成 26 年４月 30 日現在）

・出生  9 人
・死亡  19 人
・転入  76 人
・転出    54 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

６月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 日

2 月

3 火

4 水

5 木 補聴器相談（くらて病院：14時～17時、16ページ参照）
１歳半、３歳児健診（福祉センター、12ページ参照）

6 金 補聴器相談（役場：13時～14時、16ページ参照）

7 土

８ 日

９ 月

10 火 無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、16ページ参照）

11 水

12 木 補聴器相談（役場：11時～12時、16ページ参照）
４か月健診（福祉センター、12ページ参照）

13 金 総合健診（福祉センター、12ページ参照）

14 土 いろりばたお話の会（歴史民俗博物館：10時～、20ページ参照）
総合健診（福祉センター、12ページ参照）

15 日 総合健診（福祉センター、12ページ参照）

16 月

17 火

18 水

19 木 補聴器相談（役場：13時～14時、16ページ参照）

20 金

21 土

22 日

23 月

24 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、16ページ参照）

25 水
補聴器相談（役場：13時～14時、16ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、16ページ参照）
乳幼児相談（福祉センター、12ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、20ページ参照）

26 木
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、16ページ参照）
７か月、12か月健診（福祉センター、12ページ参照）
国保高齢受給者証交付（役場：９時～、20ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～19時、20ページ参照）

27 金

28 土

29 日

30 月

【ゆで鶏のキャベツロール】１人当たりの栄養価　266kcal

　

【小松菜と桜えびのごまよごし】　１人当たりの栄養価　59kcal

テーマ
「野菜を食べよう!!」

■材料（６人分）
鶏むね肉（600g）、キャベツ（600g）、青じそ（12 枚）

【たれの材料…小ねぎ（15g）、しょうが（20g）、すり白
ごま（大さじ３）、酢（大さじ１）、しょうゆ（大さじ１）、
ごま油（大さじ１）】

■作り方
①鶏肉は皮を除いてなべに入れ、たっぷりの水を入れて

火にかける。沸騰直前にいちばん弱い火加減にして約
５分静かに茹でる。火を消し、冷めるまでおく。

②小ねぎは小口切り、しょうがはすりおろしておく。
③鶏肉をとりだして細かく裂いて容器に入れ、茹で汁を

注ぎ入れる。
④キャベツは茹で、冷ましてから軸のかたい部分をそぎ

除く。１枚広げてしそを２枚並べ
る。鶏肉の汁けをきって 1/6 量を
のせ、手前からくるくると巻き、
食べやすい大きさに切る。

⑤たれの材料を全部混ぜ合わせたれ
を作り、食べる直前にかける。

■材料（６人分）
小松菜（330g）、さくらえび（10g）

【たれの材料…すり黒ごま（大さじ４）、しょうゆ（大さ
じ２）、砂糖（大さじ１）】

■作り方
①小松菜は熱湯でさっと茹でてざるにあげ、粗熱がとれたら水

けをしっかりと絞る。
②ボウルにたれの材料を混ぜ合わせ、①

とさくらえびを加えてあえ、器に盛る。

野菜は１日 350g を目標に……
野菜は低エネルギーで食物繊維やビタミン、ミネラルを多く含むので
がんや心筋梗塞、脳梗塞などの病気の予防や治療に欠くことのできな
い食品です。食物繊維は便量を増やすので便秘の解消にもなります。

１．野菜はその成分のほとんどが「水分」なので加熱して水分をと
ばせばかさが減り、たっぷり食べられます。

２．食事の最初に野菜を食べると食後の急な血糖上昇を遅らせるこ
とができ、糖尿病の予防になります。また、それを意識するだ
けで自然と野菜の摂取量が増えて、満腹感が高まり、間食や主
食の量が減ることになります。


